
 

２０１７年 FCマレッサ⼊会要項

指 導 ⽅    針

コンセプト

スポーツを楽しむ。これを大前提に、豊かな人間性と創造性、確固たる個性を持つ人間・選手育成が指導
テーマです。
サッカーの技術・戦術はもちろん、チームワークを育む良い仲間作り、ルールの遵守、挨拶敢⾏、他者へのリスペク
ト…サッカーという競技を通じて⼈格的な総合⼒＝スポーツマンシップを⾝に付ける指導を進めていきます。

スポーツをする以上、勝って少しでも上のステージへ進みレベルアップすることが目標ですが、それだけではないの
がマレッサです。
⼩学６年⽣では中々⾃信が持てず、強豪チームへ⼊って挑戦するのを躊躇してしまった選⼿が、マレッサでの３年間
を経て、⾼校へ⼊る際にはサッカーに限らず何事にも挑戦できるようになっていたり、サッカーで⼒のある選⼿が⼈
としての修養を積むことにより、更に上のレベルに⾝を置くようになっていたりします。

マレッサは、サッカーだけでなく、スポーツの本質を子ども達に伝え、『地域に根ざしたスポーツクラブ』として地
域とその子ども達、家族のスポーツ環境を良くするために活動します。

   ※『スポーツとは「遊びの形態をとりながら、競争の形態を持ち、ルールによって統制された、
      ⼈類が⾃由意思で選択した⾝体活動」と言い換えることができる。』
                       （広瀬⼀郎「スポーツマンシップを考える」)
 ※「スポーツは、⼈々が楽しみ、よりよく⽣きるために、⾃ら⾏う⾃由な⾝体活動である。」
                       （日本体育協会スポーツ憲章第１条）

① サッカーを真剣に⼀⽣懸命することで、スポーツを楽しむことを目指します。
② 個⼈のレベルアップをチームのレベルアップへ繋げます。
③ 型にはめることなく、チーム全体で考えたサッカーをします。型にはめると考える⼒を奪い成⻑を失速させます。
型にはめ過ぎて⾼校で終わってしまう選⼿になって欲しくない。
④ メリハリのある⾏動が取れるように指導します。学ぶときは学ぶ。遊ぶときは遊ぶ。「今、何を優先すべきか︖」
その判断を導きます。
⑤ ⾼校年代までに積極的に⾏動できるようにします。⾼校以降になってどんな選⼿が伸びるかを知る経験豊富なコー
チが多くいるので、その点を踏まえた指導をします。

ＦＣマレッサ

経験 ⾃ら考える
的確な判断
⼒を養う

モラルを⾝
に付ける
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︓
︓

︓

︓

︓
︓ チーム設⽴（⼤阪府サッカー協会へ登録）

⼤阪府クラブユースサッカー連盟へ登録
⼤阪府クラブユースサッカー連盟クラブリーグ3部優勝（2部昇格）
※クラブリーグはこの年で廃⽌になり、次年度は開催されませんでした。

①

②

③

・⼊会されますと、日本サッカー協会に登録致しますので、学校のサッカー部とのかけもちは認められま

チームの歩み

日本クラブユース選⼿権⼤阪予選 2回戦突破 敗者戦2回戦で敗退

運営法⼈

電話番号

チーム概要

FC マレッサ 2011
特定非営利活動法⼈（NPO） 関⻄ゆめ⼯房 

チーム名

メール

サッカーが⼤好きであり、常に「積極的に」卒業まで活動に参加すること。

※『NPO法⼈ 武庫川ゆめ⼯房』から名称変更申請中

入 会 条 件

HP URL

チーム代表者

■兵庫オフィス 〒663-8125 ⻄宮市⼩松⻄町１丁目4-16

※セレクション・⾯接などは⼀切ありません。

2012年

2015年

2014年

⼤阪府サッカー協会アドバンスリーグ 3部優勝（2部昇格）

■⼤阪オフィス 〒578-0941 東⼤阪市岩田町1-3-13

090-2380-6226

2012年

日本クラブユース選⼿権⼤阪予選 1回戦敗退

2013年

2012年

所在地

t.kajita1970@gmail.com

梶田孝史

http://katta.sakura.ne.jp/

2011年

                     むこがわ整形外科スポーツクリニック事務室内

⼤阪府サッカー協会アドバンスリーグ 3部9位

（⼤阪で関⻄リーグに出場している6チーム以外の24チームが出場）

⼤阪府サッカー協会アドバンスリーグ 4部優勝（3部昇格）
⾼円宮杯⼤阪府予選 ベスト16（4部優勝のために出場権獲得 ※2回戦敗退）

⼀⼈で⾏動することを頑張ること。 << ⾃⽴（⾃律） >>

（⼤阪で関⻄リーグに出場している7チーム以外の24チームが出場）

サッカーと勉強の両⽴を目指すこと。

日本クラブユース選⼿権⼤阪予選 1回戦敗退
⼤阪府サッカー協会アドバンスリーグ 3部4位

⾼円宮杯⼤阪府予選 出場（3部優勝のために出場権獲得 ※1回戦敗退）

※⾼校年代につながるように希望者はできる所までフォローします。私学への進路もフォローします。

 せん。学校サッカー部の、練習へ参加の場合は、まずはこちらにご連絡ください。

・試合会場までの引率は基本的には⾏ないません。（みんなで集合か、各⾃で⾏きます。）
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◆ 月曜日     
◆ 水曜日     
◆ ⾦曜日    
◆ 土・日曜日 試合の頻度は月に７〜９回程度です。

※夏・冬の⻑期休暇は⼋尾市福万寺町市⺠運動広場など、近隣の利⽤が増えます。
※土日のうち月に1〜3回は⼤阪経済法科⼤学を利⽤致します。【土日は1回200円、平日は1回100円】
※⼤阪経済法科⼤学の利⽤は⼤学が協定を結んでいるＮＰＯ法⼈のチーム会員となって利⽤しています。

おおまかな予定です。
上記以外にも色々な⼤会や講習が⼊ってくる場合もありますが、基本的に宿泊の遠征や合宿は上記の通りです。

※花園ラグビー場改修⼯事により人⼯芝が閉鎖されます。（2016.12決定）
 その結果、以下のように変更になります。

⼤阪経済法科⼤学グラウンド（⼤竹グラウンド）

● ３月〜９月

● ７月中旬

日本クラブユース選⼿権（Ｕ－１５）⼤阪府⼤会

チームビルディング合宿（U-１４）※費⽤を抑えるために近隣で１泊２日の予定です。

※水曜・⾦曜の練習に関しては季節によって変更する場合があります。（福万寺グラウンドなど）

Ｊリーガーによるサッカークリニック、冬遠征（Ｕ－１3・U－１4）〈未定〉

※花園ラグビー場改修⼯事の時期に関しての対応は確定しましたら、みなさまにお知らせします。
※土・日曜日の練習（試合が無い場合）は練習を⾏なう場合もあります。

● １０月〜

● ８月

● １２月、１月

夏遠征（Ｕ－１４、U－１５）〈名古屋・岡山県津山市〉※フェスティバルに参加。● ７月下旬

フューチャーリーグ（Ｕ－１３）● ４月〜１１月

● ４月〜６月 体幹講習会

夏遠征（U－13）〈岡山県岡山市〉※スペイン講習会

活 動 ⽇(2016年度 実績）

保護者・スタッフ懇親会

新１年⽣フェスティバル

年間活動予定

春合宿（Ｕ－１３） ＜⼤阪府阪南市＞● ４月中旬

● ３月下旬

※花園ラグビー場⼈⼯芝の場合は１回２００円の利⽤料をお願いします。

⼤竹グラウンド １７︓３０〜１９︓３０

※練習試合に関しては、交通費の事も考慮し、⾃転⾞で⾏ける範囲のグランドも多く考えています。

１７︓３０〜１９︓３０

１７︓３０〜１９︓３０

⼤阪経済法科⼤学グラウンド（⼤竹グラウンド）

アドバンスリーグ（Ｕ－１５）

● ５月〜6月頃

● ４月〜６月

※Ｕ－１５は主に中３、Ｕ－１４は主に中２、Ｕ－１３は中１の活動です。

● ４月上旬

春合宿（新Uー１４、Uー１５）＜岡山合宿 ※例年は作陽⾼校との合同練習があります。＞

● ８月中旬

怪我予防講習会・栄養講習会（U１３〜１５）

各種フェスティバルに参加（基本的に全て、日帰り）

※⼤竹グラウンドは⼤阪経済法科⼤学の南側に位置しています。
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単位（円）

5,000

102,000

1,800

7,600

80,500

30,400

26,100

253,400

※有料会場・有料⼤会に参加する際は、参加⼈数で頭割させて頂きます。 

※遠⽅の場合はマイクロバスで⾏く場合もあります。

※２年⽣、３年⽣になるとユニフォーム、ジャージ、ピステの代⾦などは不要です。

年間で掛かる費⽤

合計⾦額

※上記の予定を⼤幅に変更することはありません。多少の変更はありますが、その際は事前にご連絡致します。

■詳細は説明会時にお知らせします。

【年間保険代】

・事務⼿数料 3,600円
・年間登録費（日本サッカー協会登録費、クラブ連盟登録費）4,000円
                        （消費税込み）

春（⼤阪府）14,000円＋夏（岡山県）33,000円
                 ＋冬（愛媛県）33,500円
※夏の合宿はスペインでコーチをしている⽅を招いての合宿でした。
※バス代等の関係で多少の変動があるかもしれません。

【ユニフォーム代】

クラブ費などの納入⽅法

※その他、スパイク等の⽤具費、試合への交通費は実費です。※公共交通機関の料⾦は中学⽣は⼤⼈料⾦になります。

150（円）×12（ヵ月）※消費税込

【ジャージ・ピステ代】 ジャージ上下・ピステ上下＜以上4点＞
※メーカーの価格が変動した場合は変更の場合があります。

現在、若宮レックスＦＣ、ペレーダＦＣ、岩田ＦＣ、縄⼿南ＦＣ、ＴＳＫからの
継続の場合は不要。（消費税込）

【遠征・合宿費など】

■注意事項    ①お⾞でお越し予定の⽅はご連絡ください。（有料Pがあります。）

シャツ・パンツ・ソックス（ホーム・アウェイ）・ポロシャツ
                  ・ハーフパンツ＜以上８点＞
※メーカーの価格が変動した場合は変更の場合があります。

8,500(円)×12（ヵ月） ※消費税込み（10％になった場合は変更させて頂きます。）

★１年⽣

説明会に関して

■時   間   １９︓００〜２０︓００（１８︓４０受付）
■日   程   平成２９年２月１９日（日）

         ②是非とも、お子様とお越し下さい。

【⼊会⾦】

■会   場   東⼤阪市⽴ 東体育館の中会議室（東⼤阪市 鷹殿町１－２）

【事務⼿数料】
【年間登録費】

【月会費】
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　　監督 梶田孝史
意岐部FC （〜１９９３年）
千種FC、名古屋GE（〜１９９６年）
岩田FC 監督 （〜２００６年）
盾津⾼校（現︓かわち野⾼校）監督 （〜２００５年）
若宮レックスFC監督（〜2016．3）
ＦＣマレッサ監督（2011〜現職）
大阪経済法科大学サッカー部スカウト兼ヘッドコーチ（現職）

中河内トレセン（U-１２）スタッフ （〜２００３年）
中河内トレセン（U-１５）スタッフ （〜２００６年）
スポーツエリア花園クラブ 会⻑ ※花園ラグビー場人⼯芝の管理 （現職）
大阪府サッカー協会キッズ委員 （現職）

　　ヘッドコーチ 池田義文
意岐部FC （〜２０１０年）
門真沖FC（〜２０１５年）
スポーツエリア花園クラブサッカースクール （現職）
FCマレッサ U-１５ヘッドコーチ （現職）

中河内トレセン（U-１２）スタッフ （〜２０１０年）
⼤阪府トレーニングセンター（U-１２） （〜２０１３年）
関⻄トレーニングセンター（U－１２） （〜２００２年）
⼤阪府トレーニングセンター（U-１５） （〜２００５年）
中河内トレセン（U-１５）スタッフ （現職）

　　テクニカルコーチ ⼋木 勉
NTT関⻄ヘッドコーチ （関⻄社会⼈リーグ1部）
国体⼤阪選抜（成年男子）ヘッドコーチ
ハローFC
FCソシオ和泉
FCマレッサ テクニカルコーチ （現職）

関⻄社会⼈リーグ運営委員⻑
（財）⽇本サッカー協会マッチコミッッショナー（現職）

　GKコーチ

　　コーチ 窪田和真

　　コーチ 竹村 悠

　　コーチ 本田 和寛
《岩田FC（U-12）〜岩田FC（U-15）〜⼋尾⾼校〜関⻄国際⼤学》

貴志 正弘
指導歴
1993-2006　　　　　大阪府立大塚高校サッカー部
2003-2006　　　　　大阪YMCA堺SCジュニアユース
2008-2009　　　　　履正社FC
1996-現在　　　　　GKスクール(現おーさかGKスクール)
2002-現在　　　　　大阪府トレセンGKチーフ（現職）
2003-現在　　　　　履正社高校サッカー部（現職）
2009-2014 　　　　AVANTI　KANSAI
2009-現在　　　　　関西GKプロジェクト（現職）
2012-現在　　　　　フォスター箕面彩都ＦＣ （現職）
 
指導資格
2007年　　　　　　　公認A級コーチ
2009年　　　　　　　公認GK-A級コーチ
2015年　　　　　　　公認A級U-12コーチ

２０１６年

※2011天皇杯出場、総理⼤⾂杯（⼤学⽣の全国⼤会）出場

ライフキネティックパーソナルトレーナー（取得中）

《⽟串FC〜岩田FC（U-12）〜岩田FC（U-15※６期⽣）〜花園⾼校〜関⻄⼤学〜関⻄⼤学⼤学院 ※在学中》

２００４年

※岩田FC（U-15）初代キャプテン、⼋尾⾼校時代は全国⾼校選⼿権⼤阪府⼤会ベスト16

※岩田FCでは全国⼤会出場

◎指導 TSK⼤竹、縄⼿南FC、TSK⾦剛、FCマレッサ

◎指導  FCマレッサ

◎指導  FCマレッサ

㈶日本サッカー協会公認B級コーチ、審判３級

１９９０年
１９９４年

《ＴＳＫ⼤竹〜岩田ＦＣ（U-15※４期⽣）〜花園⾼校〜環太平洋⼤学》

xxxxxxx

活動実績
㈶日本サッカー協会公認B級コーチ、審判３級、健康運動指導士資格

指導歴

２０００年

２００２年

１９９１年
１９９３年

㈶日本サッカー協会公認C級コーチ、審判３級

活動実績

２０１４年

資格

スタッフ紹介

２０１４年

２００６年

２０１１年

資格

指導歴

２００７年

スポーツマンシップ育成会公認指導者

２０１５年

 ※ライフキネティックとは︖

   Jリーグのジェフ千葉も育成年代で導⼊。「運動と脳トレを組み合わせたエクササイズ」です。詳細は「ライフキネティック」で検索を︕

指導歴

１９９８年

１９８８年

２００３年

  �ドルトムントやバイエルンミュンヘンなどのブンデスリーガの多くのチーム、プレミアリーグのリバプール、ドイツ代表も実践。

㈶日本サッカー協会公認キッズリーダーインストラクター

１９９６年

２０１１年

２００６年

活動実績
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　　コーチ 豊増 哲平

　　コーチ 吉田 凌太

　　コーチ 北中昂太

　　GKコーチ 門脇 侑矢

　　コーチ 森田 耀仁

　　コンディショニングコーチ

　　GKコーチ 平川 敦

　　アドバイザー

　　テクニカルアドバイザー

※中学時代は陸上部で、⾼校でサッカー部に復活。国際審判を目指し、奮闘中。

《三津浜中学校（U-15）〜松山商業⾼校〜⼤阪経済法科⼤学》

⻄川菜緒子

※息子2⼈がサッカーをしており、それを元に“お⺟さん”目線での話もできます。中々、⾯⽩い視点を持っています。

 日本代表選⼿なでしこジャパンの⼤儀⾒選⼿も取り⼊れているトレーニングです。

◎指導  FCマレッサ

※KOBA式体幹トレーニングとは、インテルの⻑友選⼿（日本代表）、⿅島アントラーズの⾦崎選⼿（日本代表）、

＊健康運動指導士、＊日本SAQ協会認定インストラクター（level 1）、＊KOBA式体幹バランス Aトレーナー

※⾒た目によらす熱い指導です。

田中 成治
《縄⼿中学〜北陽⾼校〜⼤阪商業⼤学》

 次男は現在、九州学⽣リーグ1部の⼤学でプレー。

◎指導  FCマレッサ

《若宮レックスFC（U-12）〜岩田FC（U-15）〜上宮⾼校〜龍⾕⼤学》

◎指導  FCマレッサ

※⻑男は関東1部リーグの国公⽴⼤学のサッカー部を卒業後、現在、モンテネグロでのプロ選⼿。

※柏原⾼校時代は⾼校選⼿権⼤阪府⼤会ベスト４

※上宮⾼校時代はキャプテン

◎指導  FCマレッサ

※⾼校時代に全国⾼校選⼿権に出場

※他に海外での経験を元に選⼿たちへのアドバイスをします。

※元 日本ユース代表（現在だとU-18日本代表）

《若宮レックスFC（U-12）〜⼋尾⾼校〜近畿⼤学》

《つばさFC〜岩田FC〜柏原⾼校 ※ミキハウス フットサルクラブ所属（全日本フットサル選⼿権ベスト８）》

◎指導  前栽SC、FCマレッサ

◎指導 FCマレッサ

※⼤学時代に天皇杯、⼤学選⼿権（インカレ）へ出場。

◎指導  FCマレッサ

《ディアブロッサ⾼田ユース〜筑波⼤学〜ＦＣ ＫＯＭ（2015〜、モンテネグロリーグ）》

※つばさFC、岩田FC（４期⽣）では中河内トレセン

他３名

※⾼校時代に全国⾼校選⼿権に出場

《明徳義塾⾼校〜⼤阪経済法科⼤学》

※⾼校選⼿権、インターハイ、国体、総理⼤⾂杯、⼤学選⼿権、天皇杯など全国⼤会への出場多数。

※上記の指導スタッフ以外に、⽇本オリンピック協会（ＪＯＣ）委員でもあるスポーツ整形外科医がアドバイザーとして所属。

《意岐部FC（U-12）〜岩田FC（U-15）〜山本⾼校〜⼤阪⼯業⼤学》

⻄川 翔⼤（プロサッカー選⼿）

  トレーナーもアドバイザ－として所属。主に、『怪我をしない身体トレーニング』『怪我をしたあとのリハビリトレーニング』

     を意識しています。

※ＯＦＦで帰国の際にマレッサでクリニック、試合のアドバイスなどを⾏います。

◎指導  FCマレッサ
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 ・ が練習グランドです。（花園ラグビー場 ⼈⼯芝、⼤竹G、※⼤阪経済法科⼤学Gの横に⼤竹Gがあります。）

 ・ が各選⼿の⾃宅です。

  縄⼿中学校 英田中学校 ⽟川中学校 TSK⼤竹FC STAY COOL FC TSK⼩坂FC

  縄⼿南中学校 池島中学校 若江中学校 ⽩鳩FC ⼋尾太陽リンクスSC 岩田FC

  縄⼿北中学校 上之島中学校 花園中学校 南山本JFC ⽯切東FC

  曙川中学校 東中学校 孔舎衙中学校 東YMCA 木曜クラブ ペレーダFC

  曙川南中学校 ⾼安中学校 ⾼美中学校 若宮レックスFC バレンティア⽟串FC 梶FC

  ⽯切中学校 南⾼安中学校 志紀中学校 ⻑池つばさFC アバンティ東⼤阪 FCグラシオン

  枚岡中学校 ⼋尾中学校 正覚寺FC 縄⼿南FC ⽩鳩レバンテ

無所属

【花園ラグビー場⼈⼯芝】

出身チーム

この辺りから通っています

FCマレッサの選⼿はこんな所から通っています。
  ご参考までに…

在籍中学校

FC Tomorrow's⼋尾東

【大竹グランド】
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練習試合に関してはできるだけ1部や2部のチームであったり、全国⼤会への出場経験のあるチーム、
関⻄⼤会への出場経験のあるチームなどを選んで組んできました。
また、地域の中学校とも交流も持つことで、グランドの確保も進めてきました。このような流れは来年度以降も続けていきます。

◆これまでの練習試合の主な相⼿

・柏田SC ・千⾥丘FC ・パシオーレ ・伊丹FC（兵庫県） ・柏原⾼校

・FC Lazo ・⼤阪市ジュネッス ・F.F.C.Selecao ・センアーノFC（兵庫県） ・⾦光⼤阪⾼校

・川上FC ・⼤阪市SS2001 ・DREAM ・神⼾FC（兵庫県） ・作陽⾼校

・⻑野FC ・岩田FC ・南⾼安中学校 ・FCフレスカ（兵庫県） ・松山商業⾼校

・ヴィトーリア松原 ・⻑坂FC ・国分中学校 ・ヴィッセル伊丹（兵庫県） ・佐賀学園⾼校

・ボランチFC ・和泉FC ・曙川南中学校 ・ファジアーノ岡山（岡山県）・⼤阪朝鮮⾼校

・グリーンウェーブFC ・東淀川FC ・東中学校 ・Jフィールド岡山（岡山県） ・花園⾼校

・KONKO FC ・泉州FC ・新喜多中学校 ・アヴァンサール（岡山県） ・みどり清朋⾼校

・IRIS⽣野 ・島田FC ・茨田北中学校 ・ハジャスFC（岡山県） ・布施⾼校

・吹田南 ・摂津パルティーダ ・山田中学校 ・バイエルン常⽯（広島県） ・かわち野⾼校

・FC平野 ・EXE90 ・賢明学院中学校 ・サンフレッチェ広島（広島県）・⾼津⾼校

・守口FC ・A.C.SAKAI ・近畿⼤学附属中学校・ディアブロッサ⾼田FC（奈良県）・⾦光藤蔭⾼校

・ガンバ堺 ・柏原FC ・我孫子南中学校 ・ソレストレージャ奈良（奈良県）・⽴命館宇治⾼校

・ガンバ門真 ・レオSC ・盾津東中学校 ・エルソル（岡山県） ・⽴正⼤淞南⾼校

・セレッソ⻄ ・門真沖SC ・⽩鷺中学校 ・FC岐阜（岐阜県） ・松山⻄⾼校

・ニュウFC ・T-フジタ ・曙川中学校 ・法隆寺FC（奈良県） ・新田⾼校

・アバンティ関⻄ ・ディアマンテ⼤阪 ・⾼槻4中学校 ・⾼浜FC（愛知県） ・常勝学園⾼校

・⾼槻ジーグFC ・ショウエイFC ・⾼槻7中学校 ・名東FC（愛知県） ・関⼤北陽⾼校

・⾼槻FC ・RESC ・⾼槻8中学校 ・名古屋グランパスエイト（愛知県）

・⼤阪セントラル ・⾼槻9中学校 ・名古屋グランパス三好（愛知県）他 多数

【1期⽣】  1名(中河内トレセン) 【2期⽣】  3名(中河内トレセン) 【3期⽣】  2名(中河内トレセン) 

【4期⽣】  4名(中河内トレセン) 【5期⽣】  1名(中河内トレセン) 【6期⽣】  2名(中河内トレセン)

FCマレッサは進学塾ではありませんので、私学への推薦を無理して進めることはありません。あくまでも
本⼈の希望があり学校での私⽣活、卒業までの取り組みで推薦できるようであれば、私学への推薦も⾏います。

◆主な私学・クラブチームへの進路（監督・ヘッドコーチが過去に関わった選⼿たちの進路です。）

・⼤阪商業⼤学⾼校 ・関⻄⼤学北陽⾼校 ・清風⾼校 ・浪速⾼校

・近畿⼤学附属⾼校 ・東海⼤仰星⾼校 ・⼤阪産業⼤学附属⾼校 ・中京⾼校（愛知県）

・作陽⾼校（岡山県） ・⾦光⼤阪⾼校 ・太成学院⾼校 ・常勝学園⾼校

・⽴正⼤淞南⾼校（島根県） ・⾦光藤蔭⾼校 ・奈良育英⾼校 ・ディアブロッサ⾼田ユース

・柏原⾼校 ・興国⾼校 ・上宮⾼校 ・ガンバ⼤阪ユース

◆公⽴⾼校は推薦等はありませんので、できる限り体験練習や練習試合を組んで学校の雰囲気が分かるように努めていきます。

・花園⾼校 ・⼋尾⾼校 ・かわち野⾼校 ・摂津⾼校 ・⼤塚⾼校

・布施⾼校 ・汎愛⾼校 ・布施⼯科⾼校 ・日新⾼校 ・桜宮⾼校

・みどり清朋⾼校 ・清水⾕⾼校 ・枚岡樟風⾼校 ・⼋尾翠翔⾼校 ・山本⾼校

・山本⾼校 ・⾼津⾼校 ・⼋尾北⾼校 ・夕陽丘⾼校

高校大阪府 府外

進路に関して

トレセンに関して   

公式戦、練習試合に関して
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入会にあたって以下のことを心がけて下さい。

①応援の時には、⾃分の子どもだけでなく、他⼈の子どもさんも応援してください。

 また、他の保護者の⽅々とサッカーを通じて交流し楽しんでください。

②試合の結果や内容の出来、不出来だけを指摘しないでください。

 何歳になっても何でサッカーをしているか︖、が⼤切です。

③⾦品を過剰に与えすぎないでください。

④⾷事は練習と同じです。⼗分な糧を摂るように⼼がけさせてください。

                        （少⾷のお子様は４⾷などの⼯夫をして下さい。）    

⑤勉強の成績が悪いからといって、退会や練習に⾏かさないことがないようにしてください。

 そうならないようにする事が⼤切です。成績が悪いのはチームのせいではありません。本⼈です。

⑥⾃分の⾝の回りのことは⾃分でやらせてください。

⑦レフリーの判定を批判しないようにしましょう。ルール、相⼿、審判が居ないとゲームは成り⽴ちません。

 この３つを尊重することが⼤切です。

⑧忘れないでください。サッカーをしているのは、親ではありません。本⼈です。

Ｑ，試合はどのくらいありますか︖

Ａ，全員に均等に試合の機会があります。

  ただし、いくつかの公式戦に関しては⼒と普段の練習や試合を⾒て、チーム分けをします。

  このように均等分けにしていくことで、色んな仲間と試合をして、切磋琢磨し、レベルアップにつながります。   

  １⼈あたり年間１００試合程度の機会があります。

Ｑ，⾬の場合などの連絡はどうなっていますか︖

Ａ，ＦＣマレッサでは『らくらく連絡網』という無料メール配信サイトを利⽤しています。

  基本的にメールにて連絡します。

  ただし、保護者の⽅の携帯で問題ありませんので、携帯は⾃分の携帯を持つ必要はありません。

  実際、携帯を持っていない選⼿もいます。

Ｑ，家が遠いので、練習時間に遅れることがあるのですが構わないでしょうか︖

Ａ，全く問題ありません。

実際、⾃転⾞で４０分以上かけて来ている選⼿もいます。

結局、本⼈のやる気で何とでもなります。遠い、近いではなく、やる気です。

    

Ｑ，中学になったら塾に通いたいのですが︖

Ａ，勿論、8割程度の選⼿は塾に通っているようです。塾は勿論、OKです。塾の事は説明会にて詳しくお話します。

よくあるご質問 

保  護  者  の  皆  様  へ

9



◆

︓ 東大阪市岩田町１－３－１３
︓ 梶田 孝史
︓ ０９０－２３８０－６２２６
︓

︓

お  問  い  合  わ  せ 

http://katta.sakura.ne.jp/

子
育
て
のち

ょ

っ
と
し
たお

手
伝
い

FCマレッサ２０１１

t.kajita1970@gmail.com

監 督

住 所

TEL
ｍａｉｌ

ホームページ
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